
(1) 第 13 号    明治大学校友会柏地域支部会報 「はくめい」   JAN 1，2014 

                              

  

平
成
25
年
12
月
１
日
、
柏
市
民
文

化
会
館
に
て
柏
・
我
孫
子
・
流
山
地
域

支
部
共
催
で
、
柏
・
我
孫
子
市
教
育
委

員
会
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
の
後
援
を

頂
き
、
第
７
回
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン

倶
楽
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
奏
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会
の
開
催
日
は
一

年
前
の
抽
選
で
決
め
ら
れ
ま
す
。
当
選

後
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、
演
奏

会
の
構
成
、
運
営
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
、

広
告
依
頼
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
、
広
報
活

動
等
、
大
勢
の
方
に
楽
し
ん
で
頂
け
る

よ
う
に
一
年
間
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。 

当
日
演
奏
会
の
開
演
前
に
、
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
に
少
し
で
も
役
立
て

れ
ば
と
、
柏
市
か
ら
は
秋
山
市
長
、
我

孫
子
市
倉
部
教
育
長
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
寄
付
目
録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

演
奏
も
手
拍
子
の
参
加
で
盛
り
上
が

り
、
『
大
変
良
か
っ
た
、
満
足
し
ま
し
た
、

ま
た
来
た
い
』
等
の
声
を
聞
い
て
、
開
催

し
て
良
か
った
と
思
う
と
共
に
一
年
間
の

苦
労
が
癒
さ
れ
る
想
い
で
し
た
。 

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

実
行
副
委
員
長 

勝
俣
清
三 

         

   

    

    

『
天
気
晴
朗
な
れ
ど
も
風
弱
し
、
各

員
観
客
の
安
全
に
配
慮
せ
よ 

実
行
委

員
長
犬
竹
昭
』
と
い
う
伝
令
が
な
さ
れ

た
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当

日
は
小
ホ
ー
ル
で
待
ち
時
間
に
待
機
し

て
い
る
の
が
惜
し
い
よ
う
な
小
春
日
和
と

な
り
ま
し
た
。
演
奏
の
直
前
に
柏
市
長
、

我
孫
子
市
教
育
長
へ
の
災
害
寄
付
の
授

与
が
さ
ら
っと
行
わ
れ
ま
し
た
。 

演
奏
会
は
明
大
校
歌
で
始
ま
り
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
奏
で
る
第
一
部
、
古

賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
津
軽
組
曲
な
ど
心
に
残

る
日
本
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
綴
る
第
二
部
、

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
な
ど
世
界
の
名
曲
を
演
奏

す
る
三
部
構
成
で
し
た
。 

30
分
の
演
奏
後
15
分
の
休
憩
で
は
、

演
奏
時
間
が
短
く
て
苦
情
が
出
な
い
か

と
心
配
し
ま
し
た
が
、
高
齢
者
向
け
の

暖
か
い
配
慮
、
ト
イ
レ
休
憩
の
タ
イ
ミ
ン

グ
と
し
て
グ
ッ
ド
で
し
た
。
後
半
で
は
皆

で
斉
唱
、
手
拍
子
の
参
加
な
ど
、
演
奏

時
間
も
飽
き
な
い
割
り
振
り
で
、
満
員

の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

終
了
後
、
観
客
を
無
事
に
帰
す
係
員

の
手
際
の
良
い
誘
導
で
、
気
持
ち
よ
く

帰
路
に
つ
け
ま
し
た
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
配

車
も
好
評
で
し
た
。
Ｃ
Ｄ
販
売
の
売
り

上
げ
も
良
か
った
よ
う
で
す
。 

演
奏
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
色
々
な
ご

意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
貢
献
の
一

環
に
な
って
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。 

後
日
談
で
す
が
、
市
長
が
『
大
ホ
ー
ル

を
満
員
に
す
る
の
は
、
市
柏
（
い
ち
か
し
・

市
立
柏
高
校
）
の
演
奏
会
と
明
大
マ
ン
ド

リ
ン
演
奏
会
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
』
と
驚
い

て
い
た
そ
う
で
す
。 

実
行
委
員
会
の
皆
様
、
地
域
に
徳
を

積
ま
れ
た
様
に
思
い
ま
す
。 

昭
和
52
年
法
卒 

山
田
研
一
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「
湯
わ
く
、
味
わ
く
、
明
治
わ
く
」
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
、
平
成
25
年
10
月
５
日
、

別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
「
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア

ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
第
49
回
明
治
大
学
全

国
校
友
大
分
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

式
典
で
は
、
は
じ
め
に
向
殿
政
男
校

友
会
会
長
の
挨
拶
、
つ
づ
い
て
日
高
憲
三

理
事
長
、
福
宮
賢
一
学
長
の
祝
辞
、
ご

来
賓
の
大
分
県
知
事 

広
瀬
勝
貞
、
別

府
市
長 

浜
田
博
、
大
学
連
合
父
母
会

会
長 

片
桐
通
夫
様
の
祝
辞
が
あ
り
、

続
い
て
全
国
の
支
部
長
を
代
表
し
て
、

次
年
度
開
催
地
で
あ
る
新
潟
支
部
長 

田
代
和
孝
氏
が
挨
拶
し
ま
し
た
。 

記
念
講
演
で
は
作
曲
家
、
編
曲
家
、

マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
監
督
・
常
任
指
揮

者
の
甲
斐
靖
文
氏
に
よ
り
「
古
賀
政
男

と
マ
ン
ク
ラ
と
私
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
、
古
賀
先
生
に
ま
つ
わ
る
当
時
の
裏

話
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
大

変
楽
し
い
逸
話
で
、
参
加
者
の
多
く
が

聞
き
入
り
、
一
時
間
半
の
講
演
時
間
も

短
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

引
き
続
き
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
」に

て
懇
親
会
が
開
か
れ
、
参
加
校
友
１
１
５

４
名
が
一
同
に
会
し
ま
し
た
。
地
元
大

分
支
部 

村
山
富
一
顧
問
の
歓
迎
の
挨
拶
、

校
友
会
副
会
長 

山
口
政
廣
様
の
乾
杯

で
ス
タ
ー
ト
し
、
校
友
間
の
有
意
義
な
懇

親
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ダ
ー

ス
、
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
Ｏ
Ｂ
、

地
元
豊
後
く
れ
な
い
太
鼓
と
賑
や
か
な

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
続
き
、
参
加
者
全
員

が
肩
を
組
み
、
輪
に
な
り
校
歌
斉
唱
に

よ
り
盛
会
裏
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

千
葉
県
よ
り
の
参
加
者
は
46
名
、
う

ち
西
部
支
部
は
34
名
、
柏
支
部
か
ら
は

私
一
人
で
し
た
。
次
回
は
皆
様
も
ぜ
ひ

参
加
を
ご
検
討
下
さ
い
。 

な
お
、
前
日
の
10
月
４
日
は
大
分
市
オ

ア
シ
ス
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
で
全
国
支
部
長
・地

域
支
部
長
・本
部
役
員
に
よ
る
役
員
懇
談

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
題
は
校
友
会
の

現
状
と
経
緯
に
つ
い
て
、
終
了
後
日
高
憲

三
理
事
長
・
経
営
企
画
担
当
常
勤
理
事 

橋
口
隆
二
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
大
学
理
事
長
、
学
長
、

各
学
部
長
の
ご
出
席
も
あ
り
、
有
意
義
な

懇
談
で
し
た
。
終
了
後
、
前
夜
祭
と
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

来
年
の
第
50
回
は
新
潟
大
会
で
、
日

程
は
９
月
６
・
７
日
、
会
場
は
朱
鷺
メ
ッ

セ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
重
ね
重
ね
多
く

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 

昭
和
29
年
政
経
卒 

宇
都
宮
幸
正 

           
 

 

      

私
は
今
年
、
72
歳
で
年
男
に
な
り
ま

す
。
最
近
、
物
覚
え
が
悪
く
な
る
一
方

で
す
が
、
昔
の
事
が
よ
く
思
い
出
さ
れ
る

の
で
す
。
こ
れ
を
人
は
〈
年
の
せ
い
〉
と
云

い
ま
す
。 

昭
和
40
年
商
学
部
の
卒
業
で
す
が
、

ク
ラ
ブ
活
動
は
「英
字
新
聞
部 

略
称
Ｅ
Ｐ

Ｓ
」に
入
って
お
り
ま
し
た
。
担
当
は
カ
ル

チ
ャ
ー
（文
化
面
）で
す
。
そ
し
て
、
明
治
の

先
輩
を
訪
問
し
、
記
事
を
紙
面
に
載
せ
る

企
画
が
あ
り
ま
し
た
。 

当
時
、
古
賀
政
男
、
ロ
イ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
、

ス
マ
イ
リ
ー
小
原
氏
等
の
ご
自
宅
や
放

送
局
に
訪
問
し
て
、
色
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
聞
き
ま
し
た
。
勿
論
、
人
気
者
で
と

て
も
お
忙
し
か
っ
た
事
と
思
い
ま
す
が
、

ノ
ー
ギ
ャ
ラ
で
、
し
か
も
食
事
や
喫
茶
ま

で
ご
馳
走
に
な
っ
た
嬉
し
い
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。
明
治
大
学
の
先
輩
、
後
輩
の

《
絆
》を
強
く
感
じ
た
も
の
で
し
た
。 

こ
の
年
に
な
り
、
今
度
は
自
分
が
何
か

お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
う
昨
今
で
す
。 

    

昭
和
58
年
３
月
卒
業
、
出
身
は
福

島
県
い
わ
き
市
で
、
平
成
３
年
か
ら
柏

市
松
葉
町
に
住
ん
で
い
ま
す
。 

２
０
１
３
年
３
月
末
ま
で
４
年
半
ほ

ど
中
央
ア
ジ
ア
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和

国
に
駐
在
し
て
、
日
本
の
政
府
開
発
援

助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
現
在
も
引
き
続
き
日
本
を
ベ
ー
ス

に
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
仕
事
に
従
事
し
、
月
１
回
の

ペ
ー
ス
で
海
外
出
張
し
て
お
り
ま
す
。 

出
張
先
は
主
に
中
南
米
や
ア
フ
リ
カ

全
国
校
友
大
分
大
会 

会

員

の

横

顔 

昭和 40 年商 

植松敏有 

昭和 58 年法 

江尻幸彦 

向殿校友会長

挨拶 

村山富市校友

卒寿祝い 
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の
発
展
途
上
国
の
た
め
、
時
差
ボ
ケ
と

環
境
変
化
に
よ
る
体
調
不
調
に
悩
ま
さ

れ
て
い
ま
す
。 

趣
味
は
ゴ
ル
フ
と
テ
ニ
ス
で
す
が
、
帰

国
後
は
あ
ま
り
や
る
機
会
が
な
く
残
念

で
す
。
ま
た
、
料
理
も
趣
味
の
一
つ
で
す

が
、
腕
を
振
る
う
こ
と
も
最
近
は
減
り
ま

し
た
。
４
月
以
降
は
出
張
が
減
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
校
友
会
の
活
動
に
も
で
き
る

だ
け
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

    

今
年
か
ら
明
治
大
学
校
友
会
柏
地
域

支
部
に
入
会
致
し
ま
し
た
平
成
５
年
商

学
部
卒
高
橋
亨
と
申
し
ま
す
。
柏
市
在

住
35
年
に
な
り
ま
す
。
趣
味
は
家
族
で

旅
行
す
る
こ
と
で
す
。
職
業
は
税
理
士
を

し
て
お
り
、
２
０
１
２
年
に
金
町
に
個
人

事
務
所
を
開
業
し
ま
し
た
。
事
務
所
を

金
町
に
し
た
の
は
ず
っと
東
京
で
勤
務
し

て
い
た
関
係
で
、
仕
事
上
の
付
き
合
い
が

ほ
と
ん
ど
東
京
の
た
め
で
す
。
今
後
は
細

く
長
く
、
で
き
る
範
囲
で
柏
地
域
支
部

の
活
動
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

     

私
は
現
在
、
祖
父
か
ら
始
め
、
父
の

代
に
な
っ
て
い
る
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
業

の
経
営
に
携
わ
って
お
り
ま
す
。 

自
動
車
解
体
業
は
昔
は
許
認
可
等
も

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
不
法
投
棄
や

環
境
汚
染
等
の
問
題
が
お
こ
り
、
許
可

制
と
な
り
、
平
成
17
年
か
ら
は
自
動
車

リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
、
よ
り
環
境

へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
自
動
車
は
高
品
質
の
鉄
・

非
鉄
・
レ
ア
メ
タ
ル
で
形
成
さ
れ
て
お
り
、

有
用
な
地
上
資
源
で
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
環
境
負

荷
や
地
下
資
源
の
枯
渇
の
低
減
に
寄
与

で
き
る
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
役
割
を
自
負
し
、
自
信

を
持
って
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

日
本
車
の
エ
ン
ジ
ン
は
海
外
か
ら
の
人
気

が
高
く
、
様
々
な
国
の
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん
が

い
ら
っし
ゃ
い
ま
す
。 

そ
ん
な
縁
も
あ
り
、
私
の
夫
は
パ
キ
ス
タ

ン
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
の
人
で
す
。
子
供
は
８

歳
と
５
歳
の
男
の
子
が
お
り
ま
す
。 

ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
（
ム
ス
リ
ム
）
は

豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
が
禁
じ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
実
は
日
本
の
食
品
に

は
豚
肉
や
そ
の
エ
キ
ス
が
含
ま
れ
て
い
る

も
の
が
非
常
に
多
い
の
で
す
。
わ
か
り
や

す
い
と
こ
ろ
で
は
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
の
ハ
ム
・

ベ
ー
コ
ン
、
中
に
は
お
せ
ん
べ
い
、
お
菓
子
、

ソ
ー
ス
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
様
々
で
す
。 

私
は
日
本
語
が
わ
か
る
の
で
裏
書
を

読
め
ば
い
い
の
で
す
が
、
海
外
か
ら
こ
ら

れ
る
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
は
大
き
な
問
題

に
な
り
ま
す
。
近
年
、
日
本
も
観
光
立

国
の
推
進
を
掲
げ
、
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｌ
（
イ
ス

ラ
ム
の
教
え
で
許
さ
れ
た
食
材
や
活
動
）

認
証
の
取
得
が
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ

な
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
ジ
ア

だ
け
で
10
億
人
の
ム
ス
リ
ム
が
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
納
得
で
す
よ
ね
。 

先
日
、
ガ
リ
ガ
リ
君
の
ク
リ
ー
ム
シ
チ

ュ
ー
味
を
見
つ
け
て
買
お
う
と
し
た
二
男

に
「
こ
れ
は
豚
が
入
っ
て
い
る
か
ら
ダ
メ
」

と
い
う
と
、
と
て
も
食
べ
た
か
った
よ
う
で
、

そ
の
場
で
大
泣
き
し
て
い
ま
し
た
。 

や
ん
ち
ゃ
な
子
供
達
で
す
が
、
ふ
た
り

と
も
幼
稚

園
年
中
組

か
ら
柏
の

ラ
グ
ビ
ー
ス

ク
ー
ル
に

入
り
、
「
前
へ
」
の
精
神
を
植
え
付
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

  

●
梨
狩
り
家
族
大
会 

今
回
は
Ｏ
Ｂ
の
渡
来
さ
ん
が
経
営
さ
れ

て
い
る
丸
八
観
光
果
樹
園
に
て
平
成
25

年
９
月
１
日
（日
）に
行
わ
れ
た
梨
狩
り
に

つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

入
会
す
る
前
に
柏
地
域
支
部
の
Ｈ
Ｐ
で

昨
年
の
梨
狩
り
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
の
を
見
て
、
う
ち
も
６
歳
と
４
歳
の
息
子

が
い
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
に
家
族
で
参
加

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
の
は
良
い
な
と
思

い
、
是
非
参
加
し
た
い
と
思
って
い
ま
し
た
。 

今
年
は
天
候
の
関
係
で
当
初
予
定

日
よ
り
も
１
週
間
遅
れ
て
の
実
施
と

な
り
、
夏
休
み
が
終
わ
っ
た
後
に
な
って

し
ま
っ
た
せ
い
か
、
子
供
連
れ
は
う
ち

だ
け
で
し
た
が
、
当
日
は
晴
天
に
恵
ま

れ
、
子
供
た
ち
も
自
分
の
手
で
梨
を

取
る
の
は
初
め
て
と
あ
っ
て
、
大
変
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
丸
八
観
光
果
樹

園
さ
ん
に
は
ヤ
ギ
な
ど
の
動
物
も
お
り
、

梨
狩
り
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
動
物

と
も
触
れ
合
え
る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

最
近
は
便
利
に
な
っ
た
半
面
、
子
供
た

ち
が
自
然
と
接
す
る
機
会
が
減
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
の
で
、
子
供
た
ち
に
と
って

平成 5 年商 

高橋亨 

 

平成 13 年経営 

輪笠里枝 

イ

ベ

ン

ト

の

報

告 
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も
良
い
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
通
常
１
家
族
１
袋
の
持
ち
帰

り
用
の
梨
を
、
子
供
た
ち
用
に
も
う
１

袋
サ
ー
ビ
ス
し
て
下
さ
っ
た
上
、
参
加
者

全
員
に
ブ
ド
ウ
や
手
作
り
ジ
ャ
ム
な
ど
の

お
土
産
ま
で
い
た
だ
き
、
こ
ち
ら
で
も
子

供
た
ち
は
大
喜
び
を
し
て
い
ま
し
た
。

渡
来
さ
ん
に
は
お
忙
し
い
中
、
今
回
こ
の

よ
う
な
機
会
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

平
成
５
年
商
卒 
高
橋
亨 

●
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー 

平
成
25
年
10
月
20
日(

日)

、
駿
河

台
本
校
で
恒
例
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
な
ど
の
コ
ン
サ
ー

ト
、
震
災
復
興
支
援
ビ
デ
オ
の
上
映
、

阿
久
悠
記
念
館
の
紹
介
な
ど
の
多
様
な

イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
同
窓
会
の
た
め

教
室
を
貸
し
出
す
企
画
も
あ
り
、
参
加

Ｏ
Ｂ
に
好
評
で
し
た
。 

●
大
堀
川
清
掃 

当
支
部
の
地
域
社
会
貢
献
事
業
の
一

つ
と
し
て
「
大
堀
川
の
水
辺
を
き
れ
い
に

す
る
会
」
が
主
催
さ
れ
た
大
堀
川
の
水

辺
の
清
掃
に
参
加
し
ま
し
た
。
当
初
は

平
成
25
年
10
月
20
日
開
催
予
定
で

し
た
が
、
当
日
悪
天
候
の
た
め
順
延
と

な
り
10
月
27
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、

日
程
変
更
の
た
め
、
校
友
の
参
加
は
私

一
人
に
な
り
ま
し
た
。 

当
日
、
篠
篭
田
町
会
か
ら
参
加
さ
れ
た

星
野
清
俊
さ
ん
が
校
友
と
い
う
こ
と
が
判

り
、
さ
っそ
く
当
支
部
の
運
営
状
況
や
活

動
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
頂
き
、
事
業
へ
の

ご
参
加
を
勧
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ご
苦
労
さ
ん
会
で
は
、
な
ご
や
か
に
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
開
催
さ
れ
、
私
は
運
よ
く

早
め
に
ビ
ン
ゴ
と
な
り
、
地
元
産
の
新
鮮

な
大
根
を
頂
い
て
帰
り
ま
し
た
。 

昭
和
29
年
政
経
卒 

宇
都
宮
幸
正  

●
ゴ
ル
フ
大
会 

平
成
25
年
11
月
５
日(

火)

恒
例
の

柏
・
流
山
・
我
孫
子
地
域
支
部
の
合
同
ゴ

ル
フ
大
会
が
、
紫
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
25
名
、
晴

天
の
小
春
日
和
の
な
か
、
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
も
良
好
、
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

優
勝
は
柏
の
須
藤
義
紀
さ
ん
、
第
３

位
に
柏
の
吉
田
正
春
さ
ん
が
入
賞
し
ま

し
た
。
次
回
は
6
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

☎(

０
４
）
７
１
３
１
‐３
４
０
６(

加
茂) 

          

●
ラ
グ
ビ
ー
明
早
戦 

う
わ
ぁ
～
、
久
し
ぶ
り
の
国
立
競
技

場
、
さ
す
が
伝
統
の
明
早
ラ
グ
ビ
ー
戦
。

満
員
、
満
員
。
学
生
た
ち
の
動
員
に
か
け

る
努
力
の
あ
か
し
で
す
。
平
成
25
年
12

月
１
日
、
現
在
の
国
立
競
技
場
で
は
最

後
と
な
る
ラ
グ
ビ
ー
明
早
戦
が
行
わ

れ
、
４
万
６
０
０
０
人
を
超
え
る
観

衆
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

試
合
は
残
念
な
が
ら
３
対
15
で

敗
退
、
こ
の
ま
ま
で
は
終
わ
れ
ま
せ
ん
。

大
学
選
手
権
で
は
「倍
返
し
」
だ
！ 

試
合
後
、
「
さ
よ
う
な
ら
国
立
セ

レ
モ
ニ
ー
」
の
一
環
と
し
て
松
任
谷
由

美
さ
ん
が
名
曲
「
ノ
ー
サ
イ
ド
」
を
熱

唱
、
感
動
し
ま
し
た
。 

平
成
25
年
は
高
倉
健
さ
ん
が
文

化
勲
章
、
野
球
部
が
38
年
ぶ
り
の
春

夏
連
続
優
勝
、
プ
ロ
野
球
日
本
一
は

「
楽
天
」
の
星
野
仙
一
と
明
治
の
年
で

し
た
ネ
。 昭

和
45
年
文
卒 

柴
田
良
子 

イベントのマーク ●：当会が主催・共催・協賛、■：上位組織が主催、○：当会会員が出演、◆：会として参加・鑑賞・観戦   

イベントのお知らせ 
●新春の集い 

1 月 25日(土) 12時 30 分（受付開始）、 
麗宮飯店、会費五千円(女性四千円) 
☎(０４）７１３１‐３０８０(竹之内)  

●第 12 回総会 
5 月 11日(日)、ザ・クレストホテル柏 
会員には案内が届きます。 
懇親会費六千円 
☎(０４）７１３１‐３０８０(竹之内)  

●ゴルフ大会 
春秋 2回、次回は 6 月の予定 
☎(０４）７１３１‐３４０６(加茂)  

■千葉県西部支部総会 
6 月 15日(日)、浦安ブライトンホテル 
終身会費を納めた校友には案内が届きます 
☎(０４）７１７３‐７３０１(宇都宮)  

○寶井講談修羅場塾 
6月 14日(土)、お江戸日本橋亭(日本橋
三越前) 木戸銭無料 
☎(０４)７１６４‐０６１０(佐々木)  

■全国校友新潟大会 
9 月 6・７日(土・日)、朱鷺メッセ 
☎(０４）７１７３‐７３０１(宇都宮) 
 

柏・我孫子・流山地域支部合同ゴルフ大会  

紫カントリーコース  11 月 5 日 

イベントのお知らせ 


